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ラオル ・ シュロット『最初の太陽叙事詩』について
園田 みどり
子どもたちの中でだけ私たちは生きつづける。 1
ラオル ・ シュロットの『最初の太陽叙事詩』 2 は、 日常を鋭角的に裂く茫漠
たる非日常的な渾沌として、 目の前に立ちはだかる。 ペ ージを開いたとたん、
読者は新たな世界への高鳴る期待をすげなくいなされたかと思う間もなくたち
どころに、 遭遇したことのないことばの渦に弛り込まれ、 当惑するしかない。
1. はじめ
2018年 11月21日（水） 16時30分、 首都大学東京国際交流会館1階の中会
議室に、 来るべきはずの著者ラオル ・ シュロットその人の姿はなかった。 拠所
のない事情により来日が叶わないと知らされていたので、 私たち聴衆は予定通
り彼の朗読を、 用意されていたビデオ映像で視聴した。 何年も、 それこそ何年
も前から新人、 ベ テランを問わず、 様ざまなタイプの小説家たちに交じってエ
ッセイストのこともあったりなど、個性もまちまちな作家たちにそのつど直に
朗読していただいている会ではあるが、 今回のように来日そのものがキャンセ
ルになり、 質疑応答や交流・親睦会までも含めての朗読会そのものが成立しな
1 Raoul Schrott: Das schweigende Kind. Miinchen (Hanser) 2012, S. 186. この作品『口を閉ざし
た子ども』は、 「 物語」Erzahlungと銘打たれていることからわかるように叙事詩ではなく
散文による短編小説であるが、 この文章Einzig in unseren Kindern leben wir fort. と同様の、
命をつなぐことにこそ人間の存在理由があるという意味のフレ ー ズが、 本論の対象となる
朗読箇所のテクストにも次のように見られることは興味深い。 「そこで私たちにとって唯一
可能な救済は 一人の女性への愛であり自分はわが子たちの中でだけ生きつづけるだろう
とわかっていることである」die einzige miigliche erliisung fur uns isl da die IIebe zu einer frau 
und das wissen dass man allein in seinen kindern weiter wird (95)前者は、 親権を奪われわが
子から引き離されて精神的な虚脱状態に陥った鬱病患者の、 きわめて特殊な状況にある主
体から発せられた、 信用性もままならない個人的な主観によることばである 一 方で、 後者
は普遍的な視野に置き替えて人間 一 般に敷術させて述べたことばとなっている。 だが、 後
者とて—―ーおそらくは語り手の立場からの一�とに変わりはない。
2 Raoul Schrott: Erste Erde. Epos. Miinchen (Hanser) 2016. 同書からの引用に際しては、 上記
注における引用も含め本論中（ ）に頁数のみで示すこととする。
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いというケ ースは初めてである。 何事にも初めはある、 それは致し方ないと納
得しよう。 ならばせめてこれが最初で最後であることを願うしかない。
なにしろ、 テクノロジ ーの進化のおかげで劇的に風通しがよくなったかと思
いきや、 次々と新たな問題を抱え複雑化しますます不透明になっていく今の時
代に対して、 いかに斬新に、 独自の発想と展開をしかけることができるかを日
夜模索しているかに見える、 一癖も二癖もある現代作家たちが相手である。 朗
読会用資料の翻訳作業に際しては毎回苦しい挑戦を強いられる学生たちである
が、 今回のテクストでは、 これまた毎度のことながら、 以前とは異なる種類の
難題が突きつけられたようだ。 「 叙事詩」といぅ韻文形式に直接向き合ったこと
のない者の困惑。 いや、 「 叙事詩」と宣いながら韻はどこへやら、平坦で散漫な
散文のようでもあり、 推敲半ばの詩のできそこないのようでもあり、 あるいは
想いもよらない謎を隠したアレゴリ ーのようにも見える、 理解不能の科学用語
の他にも出典をたどろうとしてもたどりつけない中国語の人名や地名などが溢
れかえり、 相互のつながりが判然としない、 捉えどころのない不安定な語句の
かたまりへのお手上げ状態である。 それこそ取り扱う題材に絡めて作者が本作
中に引き合いに出してくる、 宇宙空間に飛散し浮遊する塵やガスのようなもの
だろう。 しかしこれら塵やガスは、 この書でも説かれ、 あるいは吟じられてい
るように、 一つにまとまりに凝縮し、 やがて微惑星のような小天体を生む。 こ
の作品がまさに宇宙の物語を詠いつつ一つの詩による天体を生んだのである。
私たちの拙い日本語はそのごく微小な一部をつついたにすぎないが、 しばし想
像したこともない遥か遠方への、いにしえの彼方への旅を味わうことができた。
私たちなりのその味わいを作家本人に伝えられなかった、 そして一つの問いも
投げかけられなかったことは、 返す返すも残念である。
2. かたち
作品の表題は『最初の地球』ErsteErdeである。しかし、単行本の背表紙では、
本体にも、 その上から一 枚被せられた紙のカバ ーの背の部分にも、 上から順に
三つの単語ERSTEI ERDE / EPOSが等間隔で平行に中央揃えで並んでいること
によって、 これら二つの単語すべてで一つの題名として読まれることを想定し
ているように見える。紙カバ ーの上表紙面でも、さすがにERSTEERDEとEPOS
の二行に分けられてはいるものの、 文字サイズ、 フォントの種類、 いずれも同
じである。 いかにも詩だといわんばかりにトリプルEの頭韻で迫ってくるのだ
から、 「 叙事詩」はタイトルの一部としてその存在感をいやがうえにも押し出し
ているといわざるをえない。
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文学事典に拠れば、 「 叙事詩」Epos とは「詩行のみで進むか、 あるいはめっ
たにないことであるが、詩節のみで進む韻文による大規模な物語形式」Narrative
GroJ3form in Versen / Umfangliche Verserzahlung, entweder stichisch oder, seltener, 
strophisch fortschreitend. 3である。 しかも遍く知られているように 「古典的な言寺
学では叙事詩が文学ジャンルの頂点とみなされている。」In der antiker Tradition 
stehenden Poetik gilt das Epos als Gipfel der Gattungen.4この原則に照らしてみる
と、 つまりこの作品は、 一貫して詩行のみや詩節のみの単独で進められている
わけでもなく、 また厳格な規則には縛られない、詩ちしぎ形式でしかないにも
かかわらず、 遥か昔に廃れてしまった権威ある文学形式である「叙事詩」をわ
ざわざ纏おうとしているということになる。
「大規模な物語形式」であることについてはどこからも異を唱えられないだろ
う。 書きだしのII ページ分に相当する「序」Vorwortと、 最後に添えられた実
用書ばりの専門的な解説を内容とする160ページ分の「補遺」Anhangを除いて
も、 七つの 「部」(BuchI - Buch VII)に分かれた叙事詩本編だけで656 ページ
にもおよぶのだから。 しかしその肝心の 「詩」の部分には、 ホメロスが『イー
リアス』や『オデュッセイア』で長短短格の拍子ダクトゥルスを基調とする六
歩格のヘクサーメター詩格を一貫して用いた5 ような厳格で統 一的な規則性は
なく、 特定の詩形は採用していない。 七つそれぞれの「部」には個々に題目を
もつ「章」6 が含まれるのだが、その章の中にさらにロー マ数字を冠された［節」
に相当する下位の単位があり、 その最小単位によっては、 「詩」らしきものの様
3 Klaus Weimar (Hrsg.): Reallexikon der deutschen Literaturwissenschaft . Neubearbeitung des 
Reallexikons der deutschen Literaturgeschichte. Band I A-G. Berlin·New York (Walter de G ruyter) 
1997, s. 480. 
4 Klaus Weimar (Hrsg.), a.a.O., S. 481. 
5 Vgl. Brockhaus -Die Enzyklopadie: in 24 Banden. Bd. 10. HERR-ISS. Leipzig -Mannheim (F. 
A. Brockhaus) 1997, S.226. 
6 七部 すべてにわ たって通し番号が付けられており、全部 で1 から28まである。「序」が
0 となっているため、実質 的に本編は全28章から構成されていることがわ かる。具体的な
題目を以下に記す。
第一部：1: 最初 の光I 、2: 最初 の光II 、3: 最初 の恒星 、4: 最初 の物質 、5 : 光 のスケッ
チ
第二部：6: 最初 の 空 、7: 最初 の地球 、8: 最後の爆撃
第三部：9: オ ー トポイエ ー シス 、10: 石 の海 、11: 生きている石 、12: 燐
第四部：13 : 書体 、14: 最初 の生命 、15: 性 と共生、16: 地球照 、17: 氷河期
第五部：18 : 死体解剖 、19: 最初 の植物
第六部： 20 : キマイラ 、21: 動物界 と植物界 のあいだ 、22: 系統 、23: 無名I
第七部：24 : 霊長類 、25: 最初 の人類 、26: 足跡 、27: 絵 と文字 、28: 無名II
（第八部：補遺）
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相が著しく他と異なっていたりする。7随所で語句の任意の連なりや配置があ
り、 そうかと思えば部分的に秩序立ったいかにも詩行然とした行替えや詩節が
あり、 たしかに 一部脚韻を踏んでいるところもないわけではないし、 そもそも
が「詩」として進んでいる文字列の中にさらに唐突に別のかたちの「言寺」をは
さみこんでいると捉えられるような箇所もところどころある。8けれども、 そ
れらを除けば、 無韻とはいわぬまでも詩句を規定する格や押韻の印象は概して
きわめて悔い。
しかしそれでも、 ビデオによる朗 読シ ーンのいささか不明瞭な音声と映像を
通してでしか確認することはできなかったとはいえ、 作者本人の朗読からは、
琵琶法師が弾き語りする平家物語のような、 澱みのない音楽的な流れと抑揚を
？た
もつ明らかに詩としかいいようのないものが耳に伝わってきたこともまた紛う
かたなき事実である。
もし「音楽的な澱みのなさ」があるとすれば、 それはいったい何に由来する
のだろう。
理由の一つとして考えられるのは、 全七部を通して一度たりとも、 終止符に
相当するピリオド（．）が打たれていないことが挙げられるのではないか。 そも
そもそのような符号などこの世に存在しないかのように、 敢えてヒ゜ リオドが意
図的に周到に避けられているように見えるのである。 ピリオドは単に、 一つの
文を終わらせるための記号であるのみならず、 物語全体を閉じる決定的な終了
の合図にもなりうるものである。 その点に注目すると、 物語全編を通しての断
固たるピリオドの不使用は、 終止符をなくすことで一つの大きな流れを生み出
すという形式面での効果， それは、書式による視覚的印象や音読による聴覚
的印象も含めた受容面での効果でもあるのだが一ーを期待してのものであるに
とどまらず、 この遥か彼方の「ビッグバンと地球の成り立ちから生物の進化の
過程を経て旧石器時代における人間固有のもの ただしまだ言語的なもので
はないー�の覚醒にいたるまでを描いた、 英雄戦記ならぬ自然の物語」 10 が、
7例えば第 10章 第 I 節および第 II 節の後半部 分が語句や行の配置に関して顕著である。
8ま さしく朗読の対象となった第一部 第 3章の抜粋に、 この「詩の中の詩」に該当 する箇
所が散見されるので、後ほど具体例を挙げて分析・考察 する。
， すぐ後で論じることになるが、 「一つの大きな流れ」とは、一つの「完結した全体」を意
味してはいない。文字 すべてが小文字 書きされていることから、終止符のみならず開始の
合図さえない、開始点、終了点双方ともに欠落した完全に開かれた未完状態にある。
1 。 Ulfvon Rauchhaupt: Raoul Schrott ,,Erste Erde": Doch wie von solchen Dingen singen? In. 
FAZ. Aktualisiert 5.10.2016.: (...) keine Kampfe von Heiden, sondern es ist die Geschichte der 
Natur: vom Urknall und der Entstehung der Erde Uber die biologische Evolution bis zum Erwachen 
des Humanen - aber noch nicht des Sprachlichen - in der Altsteinzeit. (https://www.faz.net/aktuell/ 
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語り手の立脚する今日を結末とせずに、 この先もまだ延々と、 子どもたちに語
り継がれることでさらに遠い未来へと続いていくということを暗示させるもの
でもある、 つまり叙事詩の内容にまでその影轡をおよぼすものである、 と解釈
せざるをえないだろう。
蛇足ながら、 朗 読会用の日本語訳テクストも、 その点を強く意識して、 ピリ
オドに相当する句点（。）の使用を避けた。 原文ではピリ オドとならんで、 コ ン
マの使用も認められないので、 この点も本作のドイツ語の重要な特性ではない
かとにらんで読点（、）も使用しなかった。 朗読ビデオを視聴した直後、 学生の
一人からは、テクストが「意識の流れ」のようにも聞こえるので、 ジェイムズ・
ジョイスの『ユリ シ ーズ』最終章、 句読点の使用を回避した内的独白部分の日
本語訳に見られるように、 叙事詩の本編のページについては、 小文字書きを徹
底しているドイツ語に倣っていっそ全文をひらがなないしはカタカナのみに統
ーして表記すればよかったのではないか、 といった意見も出された。 II
手元にホメロスの叙事詩『イー リ アス』Ilias のラオル ・ シ ュロットによるド
イツ語訳 12 をひろげて比較して眺めているのだが、 壮大な、 と形容するまでも
なく、 古典叙事詩のこの傑作もここで論じている『最初の地球』に負けず劣ら
ずとてつもない規模の作品であることはいうまでもない。 両者は「かたち］の
上でかなり似通っているという印象を与える。 おそらく訳者＝作者ラオル ・ シ
ュロットとしてはこれをドイツ語による叙事詩の書物における基本的な型とみ
なしているのだろう。 詩行が明確に見てとれるところは後者との主な相違点だ
ろうが、 類似点として目に飛び込んでくるのは、 このドイツ語訳『イー リ アス』
本編にも大書による文字が一文字もないということである。 あいだに斜体が交
じるなどはあるものの単語はすべて例外なく小文字書きされている。 この点で
は『最初の地球』とまったく変わらない。 しかしドイツ語訳 『イー リ アス』に
はピリ オド（．）はある。 コ ンマ（，）もある。 コ ロン（：）もセミ コ ロン（；）も
feu i 11 elon/buecher /rezensi onen/bellelrisli k/raou 1-schro 11s-ep i sche-na turgesch i ch le-144 7 84 96. h Im 1) 
II 日本語訳テクス トを編集した立場から補足すると、 ひらがなのみ、 ないしはカタカナの
みによる日本語訳というアイディアはないわけではなかった。しかし、 ここで求められて
いる日本語テクス トは、 原文になるべく忠実に寄り添うことを重視する一方で、 ドイツ語
末経験者にも朗読の現場で 「 理解」してもらえることを第一の目的としている。同音異義
語を多く抱え、 テーマ的に専門用語や地名・ 固有名などが頻出するなど、仮名による単一
表記では「理解」に時間を要することは必至であり、 「解読」する時間的余裕が聴き手側に
はない 読者に配慮していちいち訳注を付けるなど論外であった とみて、 句読点な
どの特定の符号の使用を不可とすること以外は、 漢字仮名交じりの通常の表記を採用する
しかないと決断するに至った次第である。
12 Homer: Ilias. Oberlragen von Raoul Schroll. Frankfurt am Main (Fischer Taschenbuch) 2010. 
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ダッシ ュ Gedankenstri ch(一 ）、 疑 間 符（？ ）、 感嘆符（ ！ ）、 省 略記号と思しき欧文
式の三点リ ーダ（ ． ． ． ）も一 軍引用符 ( ' ,)も、 要するに文字の大書以外はすべ
て通常の旬読法と同 じなのである。 翻 っ て『最初の地球』 はどこがこれと異な
るのかといえば、 最大の相違点は、 コ ンマとピリ オドがないこと、 ひ ょ っ とす
るとそれに代わ る ものかもしれない日本語の中黒（ ． ）に酷似した一 ―あるい
は中黒と 固 ーの 記号が導入 さ れているらしいことである。 そしてドイツ語
訳 『イー リ アス』には使用 さ れているダッシュも見当たらず、 それに似た、 や
や右肩 上がりの、 ハイ フ ンの役割を兼 ねたダッシ ュともつかないような記号が
おそらくそれを 補 填しているのではないかと思われることである。
こうい っ た特殊な句読法を編み出すことで、『イー リ アス』 と異なる効果があ
るとすれば、 三点リ ー ダ以外の符号はすべて、 全部一 番 下の底辺にかたま っ て
沈殿してはおらず、 13上のほうに浮かんだように位置していること、 そしてダ
ッシ ュなどは特にやや右 肩 上がりの形状をしていることにより、 重力 を失 っ て
上 昇しかか っ ているような不安定感を醸し出しているように思われることであ
る。 三点リ ーダもピリ オドと同 じ位置に三連続で置かれる点記号ではあるもの
の、 そもそもが 「省 略」を表し、 記号部分に何かが続いて来ることの予感を示
唆するものであるため、 他の記号群と同 じ傾向を示している。 あるいは見方を
変えて、 ピリ オドと コ ンマが 「分けること」 やそれによる「明瞭化」 を主眼と
する記号であるとするならば、 その欠 落により 「末分化、 曖 昧化」による渾沌
状態を体現しているのではないか、 とも考えられる。 総 じて『最初の地球』 は、
全書を上 げて宇宙の壮大な空間とその倉lj 造に尽きることのない 関心と想像の眼
差しを送りつつ、 来るべき人類の未来へと今の生命をつないでいく という
内容を示 唆する いまだ完結に至 っ ていない未完成な 「かたち」 を演出して
いるといえるだろう。
朗 読テクストで扱っ た部分から具体例を挙げて、 上で述べた本書固有の特殊
な記号とその役割について考察を試みてみよう。
まず第 一部第 3 章第 I 節の最初の 一ページから一節を抜き出して検討してみ
る。 擬似ダッシ ュについては、 同 一の文字が見当たらず呈示不可能なので、 こ
こでは通常やや長めの直線で表すダッシ ュ記号は避けて、 ハイ フ ン 「ー」に相当
13 コ ロ ン （ ：）、 セ ミ コ ロ ン （ ；）、 疑 問符 （？）、 感嘆符 （！） は 、 縦長の記号で下に水 平に沈
殿 しているようには見えない。また後の文脈との関連でいえば、 文の前後 を「 分ける」 機
能があるわけで もない。 コ ロ ンは、 二重の ヒ゜ リ オ ドではなく、 む し ろ 前後のつながりを強
調 している。セ ミ コ ロ ン も、 コ ンマと ピ リ オ ドの 「 とっちつかず」の状態を表 しているに
す ぎない。
する記号で代用するものとする。
unser yang wei-te war damals unter kaiser zhenzong gestanden 
der einen thronfolger noch zu zeugen hatte · sein eigener vater 
gerade verstorben hatte der junge wei-te ihn nun im amt beerbt :  
reichsastronom · grossmeister der zeit · des herrschers wachter 
Uber das verbotene gebiet seines palastes - den purpur des pols -
den marktplatz des firmaments · die hauser des monds mitsamt 
den sternen als himmlischen beamten - Uber deren verhaltmsse 
kalender und zyklen festzulegen waren da es gait verneinendes 
wie bejahendes zu erkennen (77)  
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これを敢えて今日の文法、 句読法を含む正書法に照ら してふつ う の文章に書
き直 してみると、 例えば次のよ う に害き替えられる。 太 字で示 した単語は、 文
章理解に必要と思しき成分と して論者が加えたものであるが、 元の形式は詩な
ので、 加 筆 した関係詞や接続詞などがたとえ欠けていたと しても、 詩の文と し
ては成立 し う るだろ う ことは付け加えておかなくてはならない。
Unser Yang Wei-te hatte damals unter Kaiser Zhenzong gestanden, 
der einen Thronfolger noch zu zeugen hatte . Ats sein eigener Yater 
gerade gestorben war, hatte der junge Wei-te ihn nun im Amt beerbt: 
Reichsastronom, Grollmeister der Zeit, Wachter des Herrschers, von dem 
i.iber das verbotene Gebiet seines Palastes ,  den Purpur des Pols, 
den Marktplatz des Firmaments, die Hauser des Monds mitsamt 
den Stemen als himmlischen Beamten und i.iber deren Verhaltmsse 
Kalender und Zyklen festzulegen waren, da es gait, Verneinendes 
w1e Bej ahendes zu erkennen. 
このよ う に書き替える根拠とした原文解釈を踏 ま えての日本語訳を、 ビデオ朗
読会配布資料から抜粋 して以下に呈示する。 なお訳文においては、 ドイツ語原
文で符号が無い場合でも、 単語間に通常の句読点がないと判読が困難になり読
みにくくなりそ う な場合は、 理解への一 助とすべく、 敢えて語間を半角 分空け
ている。
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われらがヤ ン ウ ェイーテ は当時 帝位継承者を こ れからもうけなくてはなら
なかったわれらが皇帝翼娯の支配下 にあった ・ 自分の父親がち ょ うど亡くな
ったばかりで この若いヤ ン ウ ェイー テ は今 父の官職を受け継いだと こ ろだ
ったのだ ： つまり帝国の天文学者にして ・ 時の天蒙であり ・ かつ君主の番 人
であ る 宮殿の太薇壁 — 紫微坦 ー 笑市羞についてや ・ 天空の役 人であ る 星々と
とも に 月 の宿 に ついて ー またそれらの 関係 について暦と周期を定めなくて
はならなかった というのも吉凶を 占うことが重要だったからであ る
こうして短い一節を抽出して検証してみただけで、 記号の使い方の特性が見て
とれ る 。おおらかで汎用t生があ る と特徴づけ る のはかなり好意的な見方であり、
翻訳をす る 側から率 直 にいわせてもらうなら、 むしろ緩く締りがない印象であ
る 。 特に「—」は、 人名「W ei- te」（ ウ ェイー テ ）に見られ る ものに 限定す る なら、
ハイ フ ンの役目は明らかに果たしてい る ようだが、 他の二か 所については判然
としない。 ここでは コ ン マの代わりにもなりう る 可能性を含んでい る ように見
え る 。 ただし最後の b eam tenの直後の「ー」についてはわざわざ接続詞 undを持
ち出してつな ぐまでもなく、 今日のダッシ ュ記号で置き替え る ことも可能なの
かもしれないが。 一方、 中黒「 ・ 」 については、 最初のものはピリオドに 準ず
る 役割を担っており、 二番目から最後の 四 番目までは コ ン マの代用であ る と考
えられ る 。 それでは「ー」は、 コ ン マを志向す る 場合とどのように使い分けてい
る かと問えば、 精確な根拠は呈示できないとしか答えられない。 コ ロ ンは今日
と同様の使い方がされてい る ようではあ る が.... .. 。
いや、 そうではない。 視点をひっくり返して逆方向から見てみよう。
先ほどの書き替え に よ る 現代ドイ ツ 語文はたかが散文 にすぎない。 論理的な
文章ではあっても詩ではないではないか。 まさにここで際立って個性を放つこ
の二つの新規導入の符号によって曖 昧 に宙に放たれる語句の不安定感こそが、
このドイ ツ 語文を散文から韻文へと、 物語の こ とばから詩のことばへと昇華さ
せてい る のではないか。 叙事詩『最初の地球』 が現代を遥か昔に 遡 る 彼方の地
平を指し示すためには、 日常の言語から大きくかけ離れた異次元を開拓す る 必
要があった。 古典への適用ですでにデフォルトとなってい る 全文小文字壽きに、
さらに新たに二つの特殊な記号 「ー」と 「 ・ 」が加わった こ とにより、 実用・ 専
門書を兼 ね備えた大河小説 にもなりえたかもしれない本作は、 科学的事実を昇
華させて詩へと、 新たな叙事詩へと変身を遂げたのであ る 。
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さ て、 さ らに、 ドイツ語訳『イー リアス』にはなく『最初の地球』で はとこ
ろどころでいやおうなしに 目 立つ特徴として、 詩節の変わり 目 で、 行の途中の
途切れた箇 所から改行後の次の文字が始まるように配列 さ れていることも挙げ
られる。 今取り上げて考察したばかりの節の最終行と次節の一行 目 以降をつな
ぐ箇 所のみを以下に抽出してみる。
w1 e b ej ahendes z u  erkennen 
y ang wei- te stand auf der plattform 
des turm s im kaiserlichen tem pelpark z ur stund der ersten wache 
（・ ・ ・ ・ ・ ・ ） (77) 
この、 次の詩節に移っても詩行そのものの流れはあたかも途切れず という
こと は読み手の視線も一 瞬の間をおいて左 端へと引き戻す動きを強いられるよ
うなこともなく、 ということなのだが一 ―進んでいくように配置 さ れている詩
節の構成が部分的にとられていることも、 澱みのない音楽性を要所要 所で効果
的にもたらしているもう一つの要因ではないかと考えられる。
なお日本語訳では、 この点を配慮した、 細部にいたるまでドイツ語の原文に
忠実な丁 寧なテクスト加 工を行うこと は 途中で断念した。 頻繁に訂正が入り修
正、 加 筆を繰り返すうちに、 この特徴ある改行に注意を払う時間的心理的余裕
がなくなってしまったことと、 従来の配布資料の体裁であるドイツ語原文との
対訳形式を諦めて原文と和 文を別 綴 じとしたため、 細かい差異にこだわる必要
がなくなったことに加え、 そもそも、 作者本人不在の情報が朗 説会 開 催のかな
り間際になって知ら さ れたが ゆえに、 そこまで配慮する気 力 を当該 関係者がす
っかり失ってしまったということが最大の理 由 である。
先に述べたように、 「詩の中の詩」の存在も見逃しがたい。 一 例を以下に挙げ
る。
hinauf blicken blau h1mmel ende 
hinab blicken griin wasser rand 
leere stzlle ntcht ende sehen 
schauen auge raster van selbst zeigen 
wunderbar gross schopfung wandel wzrken 
(77) 
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このテクストは、 書物では叙事詩本編の横幡全体 1 4 を使ってそれぞれ単語が五
つずつ左 右に語間を空けてひろがり、 五行にわたって一つの節のようなまとま
りを作っていて、 散文とも読めな く もない大きな詩的うねりの中でそれ自体が
さらに趣向を異にした詩であることをことさら強 く 主張している。 第 一部第 3
章第 I 節の 冒頭部分である。それぞれの単語は上下で同 じ品詞どうしだったり、
単語間で頭韻 ． 醐韻を踏んだりして共 鳴し合う部分も目立つが、 動詞は人称変
化せず不定言司のままで、 形容詞もひ ょ っとすると付加語の語尾をいっさい付け
ず 1 5 原形のままで固定されているのかもしれず、 名 詞も冠詞類を付けて格を明
示することもな く 、 概して「何もない（がらんとした ）静寂」 を形式的にも演
じているかのごと く 、 ［創 造」sch恢fung や「変化」 wandel といったダイナミ ズ
ムを予感させる単語が現れるまで不動のまま無表情を保っている。 デジタル処
理のような視覚印象をねらったのだろうか。 5 X 5 のラスター （ド ッ トマトリ ッ
クス ）をイメージしているのかもしれない。 ただし「共 鳴し合って」いると聞
こえるからには、 単語が相互に緩やかに結びついて文脈らしきものを生じさせ
ようとしている可能性もまた否定できない。 つまり単語の無意 味な羅列ではな
いということである。 日本語訳を見てみよう。
見 上 げる 齊 い 笙 嬉
児 下ろ す 緑の 庖「
縁へ り
がら ん と し た 膀寂 終わ り 見 な い
跳め る 且 ラ ス タ ー おの デと 見 せ る
驚て く べ ぎ 偉大な 膚1/進 変化 炸居する
「見 上げる」は、す ぐ下の叙事詩的解説部分の beijedem blick hinaufに、 「見 下
1 4 単行本の書物では、 見開き中央に黒字 の叙事詩本文を寄せ 、 三分の 一程度の福で左右に、
各部 の 内 容を要約した小見出しを、 ブルー プラ ッ クに文字 色を変え文字 サイズを小さくし
てとこ ろ とこ ろに付 けるという紙面構成になっている。小見出しの部 分は通常の文章 同 様
大文字 も コ ンマ も ダ ッ シュ もある。ただ しハイフ ンは叙事詩本文と同じ特殊な記号で ピ リ
オ ドは見当 たらない。
1 5 ただし leere を名 詞と解釈した場合に限る。 日本語訳では付 加語の形容詞として右の単
語 stil/e に掛かっていると解釈している。この「詩の中の詩」が終わ ったすぐ あとに、 叙事
詩本文によるこの言寺の解説ともとれる文章 が続くの てあるが、 そこでの該当 箇 所「 静かな
広がり」stille weiteという文言も、 特定の解釈を限定するような表現にはなっておらず、
総じて複数の解釈への道筋が断たれているわ けではないことがうかがい知れる。
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ろす」 は unten に、「青い 空の端」は der blaue horizon/ des himmels に、 「 緑の 河
の縁」は die griine grenze des wassers に対応する表現として、 ドイツ語の原文よ
り多少 なりとも踏み込んで意訳 した。 文字を追うだけでイメージを抱かせとっ
さの理解につなげるためである。 こう してみると、 「詩の中の詩」は、 叙事詩か
ら意味を明瞭化する説明的 な部分を削ぎ落 し、 さらに純度を高めて抽出 した、
特に視覚に強くうったえかける詩のエッセンスともいうべきものであろう。
一方これとはまった ＜ 趣 旨の異なる 「詩の中の詩」も存在 し、 こちらは上述
のものとの類似性を装う こ とで読み手の意表を突いてくる。 まずドイツ語原文
を、 続いて日本語訳を呈示する。
perzode jzngde ein grosser stern er liegt drei grad 
der regentschaft ist aufgekommen 1m sektor wurzel 
kaiser zhenzongs zwischen kornspezcher und zst dadurch 
am zweiten tag und reiteroffizzeren dem lande zheng 
des vzerten er sch1llert gelb 1m norden 
lunaren monats. heller werdend zuzuordnen 
(78) 
真嘉堂 帝の 一つ の大 き な屋が そ の是は氏 の区媛の
治世の 庫棲と 三度の と こ ろ にあ り
景葱蒔代 蝙輝痔箪と の閉に それ に よ っ て
陰暦の 現れた 花那の
四番呂 のガ の そ の星は明る さ を増 し なが ら 鄭州に
二: fl 月 に ： 羨色 く 熔め い て い る 妍属 さ せ る こ と が で き る
だだっびろい自然の風景を見る行為とともに色彩が印象的に視覚に迫ってくる
前者の 「詩の中の詩」 とは、 かたちも内容も志向性も異なる詩である。 特に注
目 すべきは、 こ の詩が左から右へ、 上下に一行 目 から六行 目 までというように
通常の語順で読まれるものではないことである。 あいにく翻訳の早い段 階でこ
れに気 づいた学生は一人もい なかった。 作者の朗読を直に聞いて初めて改めて
納 得がいったようだ。
これは行単位ではなく列の単位で読まなくてはならない。 左の列を上下に読
み、 次に中間の列に移って上下に読み、 最後に右の列を上から下に読んでいく
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とい う よ う に。したがって、 「 真宗皇 帝の／治世の／景徳時代／ 陰暦の／ 四 番目
の月 の／二日 日 に ： ／ 一つの大きな星が／庫棲と／騎陣将軍との間に／現れた
／その星は明 る さを増しながら／ 黄色く煙めいている／その星は氏の区域の／
二度のところにあり／それによって／ 北部の／鄭 小卜1 に／ 帰属させることができ
る」 と読める。 星位観測のさなかに、 突然生じた衝撃的な現象を捉えた記録で
ある。 つまりこれは、1 0 世紀終わりからII 世紀初顕 正確には 997-1 0 22 年
にかけて在位した中国北宋時代の第 二代皇 帝真 宗の下で、 政治や戦況をも
左右する 占星術師でもあった官僚ヤン ウ ェイーテが超新星を初めて観測 したと
される1 0 06年の記録を、 こ の奇妙な、これこそまさしく叙事詩と呼ぶべき形式
で表したものとい う こ とになる。 事実面に関する説明は 補遺 (7 0 4)に委 ねてい
る。 そこでは具体的な地名が今と当時、 双方の呼び名で挙げられることによっ
て天文観測 所の存在が裏付けられている一方で、 この超新星の出現とい う 一大
天界現象についてもまた、 その発生場 所が今と当時それぞれ別の星図に照らし
て特定されることによって事実認定がなされている。 さらには、 中国の他にも
日本を含む世界各地で観測された現象であることが 補 足的に述 べられ、 世界的
に承認されている事実であることを強調している。 その衝撃的な事実が特別な
インパ ク トを帯びていることが 「詩の中の詩」 のただならぬ 「かたち」から伝
わってくる。
しかしこの 「詩の中の詩」 の後に続く叙事詩本来の具体的な詩の部分は、 叙
事とい う 単語の意味合いからすると信 憑性とい う 観点からしてはなはだ心もと
な\, \。
そこではその事実がすでに 詩 とい う 虚構の衣を纏っているとい う ことであ
る。 冒 頭で言及された天文学者ヤン ウ ェイ＝テの他にも同時代の周辺の人物た
ちの具 ｛本名 がいくつか挙げられ物語が展開していくのだが、 補遺にそれら周辺
の人名 への言及はない。 ヤ ン ウ ェイ＝テ自身からして漢字名が果たして私たち
が見つけ出した 「 楊維徳」で正しいのかど う かすらわからず、他の例えばリ ュ
アン ( 7 8 , 8 0)はひ ょ っとして 「 李淵」と書くのだろ う か、 も う 一人のス ウ ケ
ミ ン ( 79)の漢字表記はど う なるのだろ う か、 また彼らの 関係性はここに書か
れているとおりなのかなど、 どれも確証がなく実在したのかど う かすら判然と
しない。 これらの人々が繰り広げる叙事詩による物語となるとなおさら、 いっ
たいどこからどこまでが事実に依拠しているのか、 どこからどこまでが作り話
なのか、 すでにエ ピ ソ ードとい う かたちに加 丁されていて、 その真偽のほどは
間えないのであ る 。 1 6
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今「エ ピ ソ ード」という概念を 引 き合いに出 した。 一 般的に「物語や演劇の
テクストで描写された出来事 イスト ワ ールであってデ ィ スクールとは異な
る の、それ自体わりとまとまった一部分」と定義されてい る ようであ る が、
必ず しも物語の本筋を外れた 「サブプロット」や脱線に等 しい「逸話」や「挿
話」 Neb enhandlungばかりではな く 、 「本筋を構成す る 一部と してそれがい く つ
か 集 ま っ て 物 語 全 体 を 構 成 す る 」 ei nen Tei! der ( aus m ehreren E pi soden 
z usam m engesetz ten) H aupthandlung1 7 意味でも用いられてい る ことが事典には明
記されてい る 。 そ して 「 叙事詩」とは「内容的にエ ピ ソ ードと重なり合うとこ
ろがあり、 かなり大がかりな時代だとか伝記だとか世界観だとかに関わ る こと
がらを描き出すことを ね らいと し てい る 」Inhaltli ch iib ergreift das E pos di e 
E pi sode und z i elt auf D arstellung griill erer z ei tli cher, bi ographi scher und 
weltbi ldli cher Z usam m enhange. 18という。 そこで今度はそれ自体エピソ ードの集
積と読め る 叙事詩の中の、 さらに細 かい物語断片と してのピ ソ ードに注目 して
朗 読テクストを考察 してみよう。
3 .  むすび
象徴的だと思われ る のは、 古代中国の宇宙論に登場す る 創世神、 「盤古」のエ
ピ ソ ードとならんで紹 介され る 、 人ならざ る 怪物もどきを連想させ る 「渾沌」
にまつわ る エピソ ードであ る 。 どちらも小惑星の命名 に ピ ントを与えた、 人 智
の及ばぬ物語、 その意味では神 話ともいうべき物語であ る 。
「 神 話」 My thos とは、 「文字以前の時代からの語りの伝承で、 論理的思考に基
づ か な い 世 界 理 解 の 形 式 と も い え る 」 Narrative Ub erli eferung aus ei ner 
vorschrift li chen E poche; auch: F orm ei nes vorrati onalen W eltverstandni sses.19 と定義
づけされてい る ように、 一般的に、 科学的事実に基づいたロゴス的理解と対立
関係にあ る 、 時間的・ 空間的に遥か彼方の出来事に関 す る 物語的理解のことを
1 6 中国語関係の専門家にも尋ねてはみたが、 ここで挙げられている人物たち、およびその
関係性について裏付ける証拠となり そうなものは結局 一つも見つからなかった。専門分野
の稀少本の奥に隠されているのかも しれないが、 作者によって大きく改変されている可能
性 も し ゅ うぶ んありうる。
17 Vg l. K laus Wei mar (Hrsg.) , a.a .O. ,  S .  471 
1 8  K laus Wei mar (Hrsg.) , a.a. 0., S. 480. 
19 Hara ld Fricke (Hrsg.) : Rea llexik on der deutschen Literaturwissenscha ft. Neubearbeitung des 
Rea llexik ons der deutschen Literaturgeschichte. Band II H -0. Ber lin · New Y ork (Wa lter de 
G ruyter) 2000, S. 664 . 
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指 し て い る 。 客観的 な 科 学 的 事 実 へ の 詩 的 取 り 組 み を 核 と し て い る 本 作 が 具 体
的 に 対象 と し て い る の は ま さ に 、 有 史 以 前 の 、 い ず れ も 神 話 が 好 み そ う な題材
ば か り で あ る 。 原 初 的 な 出 来 事 に お け る 謎 の 解 明 を 目 指 す も の な の か 、 人 間 の
存在す る 根 拠 を 求 め る た め な の か 、 い ず れ に し て も 宇 宙 の 創 成 、 太 陽 系 の 形 成 、
地 球 の 成 り 立 ち 、 人 類 の 誕生 な ど 物 事 の 始原 に 遡 る こ と 自 体 が 、 詩 の 世 界 に お
い て は神 話 的 で あ る と 見 る こ と が で き る 。
古 代 中 国 の 神 話 で 、 著者 の 荘 子 （ 周 荘 ） に と っ て 無為 自 然 の 治 を 体 現す る 理
し ら き , ,  
想 的 な 帝 王 で あ っ た と さ れ る 渾沌 に つ い て の 寓話 、 「 渾沌 七 霰 に 死 す 」 20 は 象
徴 的 な エ ピ ソ ー ド で 、 そ れ が 組 み 込 ま れ た 本 体 の 巨 大 な 叙 事 詩 を よ り 深 く 理解
し 考 察 す る の に 何 ら か の 手 が か り を 与 え て く れ る 一 種 の ア レ ゴ リ ー と し て 読 む
こ と が で き る 。
11伯 南海 の 王 — と 冦 — 北 海 の 王 — は 渾 沌 が 手厚 く も て な し て く れ る 彼 の 王
国 で 折 を 見 て は し ば し ば会 っ て い た • お 礼 を し よ う と 二 人 は 共 同 で 涸沌 に 人
間 の 身 体 に つ い て い る 七 つ の 穴 を 開 け た 人 間 は 見 ・ 聞 き ・ 食 ベ ・ 息 を す る す
ベ を そ の 穴 を 通 し て 学 ぶ の だ と 言 っ て ・ ニ 人 は 渾 沌 の か ら だ に 毎 日 一 つ ず つ
穴 を 開 け て い っ た し か し 七 日 目 に 渾沌 は 死 ん で し ま っ た (99)
末分化 の 無 秩序状態 を 存 在 の 本 質 と し て い た 渾沌 に 人 間 の 道 理 ・ 秩序 を 付 与 し
よ う と し て 却 っ て 元 の 状 態 を破壊す る こ と に な っ て し ま う と い う 有名 な エ ピ ソ
ー ド で あ る 。
20 『荘子』 内 篇 応帝 王篇第七 の 七 ［世界 古典文学全集 第 1 7 巻 、 福 永 光 司 ・ 興膳弘訳
老子 ・ 荘子 （筑摩書房） 2004、 174- 175 頁所収。 引 用 部 分 は 168 頁］ 参 照 ： 南 海 之 帝 為 條。
北 海 之 帝 為 忽。 中 央 之 帝 為 渾沌。 條輿忽時相 輿遇於渾沌 之 地。 渾沌待之 甚善。 條典忽謀報
渾沌 之 徳 日 。 「 人 皆 有 七 疲。 以視聴食息。 此獨無有。 嘗試盤 之 」 。 （ 日 本語訳 ： 南海の 帝 王 を
一 人 > /,
條 と い い 、 北海 の 帝 王 を 厄 と い い 、 中 央 の 帝 玉 を 渾沌 と い っ た 。 條 と 忽 と は お り お り 渾沌
の 国 で会合 し 、 渾沌 は彼 ら を 丁 重 に も て な し た。 ｛禰 と 忽 と は 渾 沌 の 行 為 に 報 い た い も の と
相 談 し て 、 い っ た 。 「 人 間 に は誰 で も 七 つ の 穴 が あ っ て 、 そ れ で 見 た り 聞 い た り 食べ た り 呼
吸 し た り し て い る が 、 こ の 渾沌 に だ け は そ れ が な い。 一 つ試 し に 穴 を あ け て や ろ う じ ゃ な
い か」 。 二 人 が 毎 日 一 つ ず つ 穴 を あ け て ゆ く と 、 七 日 目 に 渾 沌 は 死 ん で し ま っ た。 ） な お 、
175 頁 の 解説 に は 、 「 渾沌」 は も の の 形 が 区別 し が た い 未 分 化 の 状 態 を い う の で あ っ て 、 つ
ま り あ ら ゆ る 矛盾 と 対立 を 一 つ に つ つ む 荘 子 的 実在 の象徴 な の で あ っ て 、 ギ リ シ ア 語 の カ
オ ス の 訳 語 に 「 混沌」 を あ て て 秩 序 の 反 対概念 と し て の 無秩序や混乱 を 意 味す る の と は 異
な る 、 と い う 内 容 の 説 明 が 付 け ら れ て い る 。 シ ュ ロ ッ ト が 、 も し こ の 神 話 的 エ ピ ソ ー ド を 、
そ の 真意 に ま で 踏み 込 ん で 、 実際西洋 的 な概念 で は な く 荘子 の 思想 に 基 づ い て 理解 し て い
た と す る な ら ば 、 叙事詩 『 最 初 の 地球』 は 、 こ の 「矛盾 と 対 立 を 一 つ に つ つ む 意 味 で の 未
分化状態」 を 、 近代以 降 の 新 し い 客観的 な 科学 的 事 実 に 基 づ く 理性的秩序への挑戦 と し て 、
叙 事詩 と い う 古 い 形 式 を 呼び戻 し て 再現 し よ う と し た の か も し れ な い。
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本作の叙事詩が自然の原初的な末分化状態 すなわち渾沌の世界 に対
して試みようとした こ とは、 ロ ゴスの光を照らして秩序立った叙事世界を再構
築する こ ととは明 らかに異なっている。 叙事詩作者は、 私たち人間は「つまる
と こ ろ恒星の粉塵なのだ」 (9 0)という見地に立ち、 そもそも私たちが「渾沌に
由 来しているJ (9 0 )ことを自覚している。 私たち人間は、 もはや全知全能の神
にとって代わる全方位総括的支配者ではな く 主観的感情に支配 さ れて生きるち
っぽけな存在で、事実の全体をまる ごと把握する こ とも、それを大きな物語に、
一貫した形式による大規模な詩のかたちに再現することも不 可能である。 『D i e
Z ei t』 紙の書評 2 1 が説いているように、 私たちは、 ルカー チによってお墨付き
を得ていた「完結した生の全体性J die , , geschlossene L eb enstotali tat"をもはや叙
事 詩 と い う ジ ャ ン ル に 見 出 せ な い 、 「 ポ スト 事 実 的 時 代 」 ，， postfa kti sches
Z ei talter" に生きている。 だから こ そ、 物事の全体を破綻な く 完璧に封 じ込める
一貫した叙事詩の詩形をとらないのだ。 そ こ にはエピ ソ ードの集積は存在して
も、 「 完結した全体」としての詩はない。 「詩の中の詩」 のような仕掛けを随所
に用いて、 事実と向き合う作者の主観的経験や感情や考えを詩的遊戯のなかで
泳 がせているにすぎないのだ。
「神話の表現は、 それ自体すでに現実の変化や歪 曲 を示唆するもの」22 である
とするならば、 「 ハプスブルク神 話」のように 「 昨日の世界」の 「メルヒ ェン世
界への昇華」23 でないとしても、随所に語り手 「 私」が立ち現れ、 疑問に次 ぐ
疑問をあてどな く 繰り出してい く こ とにおいて顕著である主観的な眼 差しによ
る幻影化、 という意味での神話化にはなっているといえるかもしれない。
「いかなる詩的な作品もすでに、 作者が感じたり考えたりした こ と の、 しかし
それも語法というものに制 限 さ れながらでしか再現できない ( · · · · · ·)そういっ
た こ とがらの、 最初の翻訳であるJ 24 とは、 シ ュロットが 『イー リ アス』 の翻
訳について語った言葉であるが、 「 ポスト事実的時代」にある今日、 現実を再構
成する作家の 「創作」という仕事はすべて 「翻訳」と同等のものという こ とに
なるだろう。 遠いと こ ろのものを現実に引き寄せることはもはや現実を単に歪
2 1  Ste ffen Ma rtus : ,,E rste E rde. Epos " Wi r stehen a lle i m  se lben Win d. In : DIE ZEI T Nr. 06 /20 17, 
2. Feb rua r 20 17 .  
22 Clau dio Mag ris : De r habsbu rgische Mythos in de r iiste rreichischen Lite ratu r. Sa lzbu rg (Otto 
Mulle r) 1966 , S .  9 
23 Eb d. 
24 Raou l Sch rott : ZUR !LIAS. INTE RPRETATION. In : Ho rne r: llias. Ube rt ragen von Raou l 
Sch rott . Frank furt a m  Main (Fische r Taschenbuch) 2010 , S. XXXIII :  (…） is l je des dichte rische 
We rk be reits eine e rste Ube rsetzung <lessen , was de r Auto r ftih lt un d denkt un d dennoch nu r <lu rch 
die besch rankten Mitte l eine r Diktion wie de rgeben kann (…） 
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曲したり美化したりする こ とですらない。 宇宙のしくみを日々解明しよ う とも
くろむ現代世界において、 人は双 眼鏡で遠方を拡大して眺めながら同時に、 逆
から覗き込んだ時の光 景が、 つまり私たち自身がいかにちっぽけな存在かが見
えている。 現代におけるラオル ・ シ ュロットの叙事詩はそのどちらにも向けら
れた鏡として私たちにこの時代のポエジ ーの一つの「かたち」 を呈示している
よ う に思えてならない。
ラ オル ・ シ ュ ロ ッ ト 氏 朗 読 ビデオ鑑賞会 ( 1 6 : 3 0 ~  1 7 : 3 0 )  
20 1 8 年 1 1 月 2 1 日 （水） 1 6 : 3 0 ~ 1 7 : 3 0  
国 際交流会館 l F 中 会議室
朗 読テ ク ス ト
ラ オル ・ シ ュ ロ ッ ト 『最初 の 地球』
資料
首都大 学東京 ド イ ツ 文学教室作成
翻訳者 ： 今野 未来 アガイエレ カレン 鈴木 優麻
中澤 志 野 荒井 将甫 土肥 桜 介
田 崎 奏太 加納 彩 香 増 田 美 咲
宮坂 奈緒 佐藤 智 彩 竹中 ひより
瀬 之 口 瞳偉
監修者 園 田 みどり 古屋 裕 一
＊ ドイツ語の原典は下の版に拠る。
Raoul Schrott : Erste Erde. Epos .  Miinchen (Hanser) 2 0 16 
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＊ 朗読された箇 所は、 全 844ページ中のうち本編第 一部第 3 章から、 第 I 節
77-81 頁、 第 V 節 9 0 -9 1 頁、 第VJl節 94-9 5 頁および第Vlll節 96-99 頁の1 3ペー
ジである。 それらの解説に相当する 補遺 (Anhang) 7 0 3 -7 06頁の 4ページ分
も含め計 1 7ページを翻訳資料とした。
＊ 書物では左右 両端に付けられている小見出しは、日本語訳では叙事詩本文に
該当する箇 所の手前に ［ 】 で示している。
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I 
児 上 げる 齊 い 笠 嬬
晃 下ろ す 緑の Iii/ 
縁へ り
がら ん ど し た 膀寂 終わ り 見 な い
!Illめ る 月 ラ ス タ ー おの ずと 晃 せ る
驚' < べ き 偉大な 倉仮告 変化 炸房する
見上げるたびに ： 空の青い地平線 ・ 下には • 河の緑の縁 ・ 静かな広がり ： 限
りなく眺めているとラスターが見えてくる ・ 自然がどれ ほど測り知れなくても
その 中 では変化がはたらいている — どれ ほ ど相違があろうとも互いに調子を
合わせて — 色とりどりの音色をもつ一つの和音となる
いかにして彼が法と権力 をいかなる君主にも委 ねたのか おのれの賛意を前
兆に表したのか またはそこから再び引 っ込めたのかは 別の星と別の空の下で
のことであった われらがヤ ン ウ ェイーテは当時 帝位継承者をこれからもう
けなくてはならなかったわれらが皇 帝算娯の支配下にあった ・ 自分の父親がち
ょ うど亡くなったばかりで この若いヤン ウ ェイーテは今 父の官職を受け継い
だところだったのだ ： つまり帝国の天文学者にして ・ 時の矢蒙であり ・ かつ君
主の番人である 宮殿の太微蛸 ー 紫微鱚 ー 癸市鱚についてや ・ 天空の役人である
星々とともに 月 の宿について — またそれらの関 係について暦と周期を定めな
くてはならなかった というのも吉凶を 占うことが軍要だったからである
【 1 0 06年 ： おおかみ座にて超新星出現の第 1 の記録 】
ヤ ン ウ ェイテ は最初の見張りのとき 宮中の寺 院 庭 園 にある塔の展望台の
上に立っていた とそのとき沈んだ太 陽の向かい側に黒い蓄が昇り ぱっと光の
花を咲かせた — 三日月 形の鎌の ごとく 黄色い花冠はその先端が 手にした筆の
影が見える ほど明る ＜ 輝いていていた その筆でヤン ウ ェイーテは 夜空の土
地台帳に — 交代と時間経過を記録する土地台 帳にその観察結果を以下のように
書き込んだ ：
遠きを詠む
真繁皇 帝の 一 つ の大 き な星が そ の屋 は猛 の区媛の
治泄の 庫棲と 三度の と こ ろ にあ り
景憩昨代 ，騎障痔箪と の閤に それ に よ っ て
陰麿の 現れ た 花部の
四番自 のガ の そ の星 は明る さ を増 し ながら 嶺¢州に
二 月 且 に ・ 賀色 く 媛め い てい る 紛属 さ せる こ と が
‘
で き る
五種類の雲の色から豊作の年や不毛の年を — 十二の風から天と地の調和を読
みとることや • 吉 凶を 占って皇 帝に警告し 理にかなった供物を決めることがヤ
ン ウ ェイ ーテの務めだった ・ しかしいったいこの星回りは何を指しているのだ
ろうか ？ このような前兆は何を予告しているのだろうか ？
リ ュアン ー すでにヤン ウ ェイ ーテの父 親の右腕で 今も夜間の記録に共に署
名 をしなくてはならなかった — は甘 ロ ワ イ ンの味がする泉がいくつもあること
や不死 鳥を見かけたことについての報 告によって裏 付けられるような 吉 兆だ
とする 占いへと気持ちが傾いた
一方でヤ ン ウ ェイ ーテは二 年前に危う ＜ 街に侵 入しそうになった 北部にい
る野蛮人の騎士 団のことを また絹と銀で買 収した平和のことを考えていた・ 橋
の際に兵 士の部隊がいくつもあり そこではだれもが彼らを働かせていた 1 5 歳
の兵 士たちには国境へ進軍させ 4 0 歳の兵 士たちには陣営のために畑を耕させ
た 一方残された家族からは税が徴収された · どこから家賃を取るのか ？ 娘がい
れば隣人たちと結婚させることができる ・ しかし息子となると災難だ — きっと
雑草の中にその墓が見つかるだろう 血が葉から廿美に滴り落ち ・ 息が風に舞い
上がり 軍 車の前で馬が噺 ＜
困難な状態に陥って 二人は水源局の上級官 僚のうち 祖父が有名 な 占 星術師
だったス ウ ケミ ンに相談した · しかしス ウ は南部の公使館にいたのでその返事
が彼らのもとに届 いたのは一か月 後だった そのときには宮 廷はとうに打つ手
なしで途方に暮れ 軌 揺があたりを支 配していた ：
7 7  
78 「人文学毅 (Jimbun Gakuho) 」 No.515-14 ド イツ語圏文化論 (20 1 9年）
頁宗塁 帝の H誌か ら そ の星は吉災の し る し
治泄の 明 ら かに な る そ の星 の見 え る と こ ろ
景葱蒔代 羞f題は 国は栄え る
陰暦の 王者の屋 天がそれ を
五悉且 のガ の そ の靡か し い羹色 は 私た ち に届け て く れた のだ
ーロ 百 ． 王朝の象徴 であ る 感謝 し よ う
皇 帝の心配事を紛らわすために当局と軍が頼まれてパ ーテ ィ ーを催すことに
なった みんなはこれに喜んで応 じた ・ 星は — 帝国指導者の崇 高な美徳を体現し
ている ー とあら ゆる方面から言われた ・ しかし成功したのはただ一人ス ウ ケミ
ンだ けであった — 彼は末来の支配者たる皇太子仁宗の司 書兼家庭教師に任命 さ
れていた 時の老 ヤン ウ ェイーテはこの仁 宗に 硯測日誌を呈示してやらねばな
るまい — 暗閤の書が王座にある彼の地位を証明するものかどうかを見きわめる
ために その一方で 天とはいったい開いた傘の ごとく 四 角 い地の上に張られた
ものなのかどうか あるいは 星々が自ら動いている果てしない虚空にすぎない
のかどうか 相変わらず巷で論争になっていた
星は
す でに
空
尤 り 頗 ＜
あ る
虎T
）） ,u
l> 
狡朝な
へ た っ た
雲
取 り かえ る
弦縁色
星々の淡い光 ： ほとんど聞こえない第 5 音 ・ 雲の縁にもう朝が来ている ・ 天
の河は色を変えない ： 寒気が宮殿の上を白く流れていく ・ 空はだんだん淡くな
り夜はしだいに静かになる — やがて最初の太 陽が万物を開く
ヤン ウ ェイーテにとってこの星が無気味に光ったかの よ うに思われたのは前
の時代においてであった それは人の目をくらませながら — 突然大きくなりま
る ＜ 膨らんだかと思うと銅鋼の響きの よ うに ゆっくりとまた消えていった ・ ニ
度の冬の間それは地 平線に日が沈むたびごとに昇っていった — 彼の観測 所の板
囲いの冷たい木の上を超えて指 一本ほどの幅で — そしてその煽めきに よ って夜
のアー ミ ラリ ー 天 球儀はますます 疑わしいものになっていった というのもそ
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れは — 油 を含んだ硫酸塩の滴のよう に — ますます深く天の鉄の輸の中へと喰 い
込んでいったからだった — ほどなく誰が黄色 い 河の 固 こうの休 閑 地の上 に 横た
わっていただろ う ： 骨は兵 士たちの鎖 帷子や 曲 がった剣のように霧氷の中でぼ
ろぼろ になっていた • その頃出かけていってまだ生きている人は引き続き境界
を見張っている ・ 茨が一 面 に 生 い 茂っている村々 • 砂が吹き散ら さ れた峠遁 そ
して 古 い 霊 に新しい璽も ： おおかみたちの番人が見たところ 星々以外は何も再
び巡ってこない
【 1 0 54 年 ： おうし座にて超新星出現の第 2の記録 】
というのも今や — 地 球を取り巻く天は 48 年経過し そして一 つの生涯の後
ヤ ン ウ ェイーテはいつもの朝のよう に からだの芯まで凍えているので軽く一杯
ひっかけて ほろ酔 い機嫌でいた 偽りの夜明けが宮殿の壁を越えてやってきた
とき — 東方で新たに腐食性の露の滴が形 になった • その中では光が 四 方八方で
屈 折し錆びた白い輝き に なった それは天門を表す星の輝きを奪い そして明る
い 昼間 になってもまだずっと消えずに見えていた
日が暮れてずいぶん経ってからヤン ウ ェイーテは塔からおりた ・ 助手のリ ュ
アンがいなくてとても困った ： この兆しが現れるふた月 前 に 亡くなっていたの
だ — そして新しい助手は役に立たなかった • そこでヤン ウ ェイーテは杖にすが
って立っていた 路 地の喧騒 にもかかわらず阿の さ ら さ らと流れる音が耳に 入
ってきて この老体はあともう長くは持たないだろうという惨めな無念 さ に襲
われた ・ 彼は小舟が一 艘 ほしいと思った この岸を離れ いくばくもない 余 生に
向 けて旅立っために しかしその前に夜の役場に記録を書き込んでおかなくて
はならなかった ：
亡繁昼 帝の 喜虜が
‘
明 ら か であ る
治惟の 現れた 仁宗の 他は
至和蒔代 皇 帝の旗の ごと く 実 り 豊かな 営 であ る と
陰暦の 羹色 く諏き なが ら 星は依視 し てい る
五番自 のガ の 十九 番自 のガ 宿に 帝国の偉大 さ を
二 十六 入 り 込 む気配がな い 頓酋再拝
且 片 に ご と か ら ヤ ン ウ ェ イー テ
( 77-81 頁 ）
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V 
つまるところ 恒星の粉塵なのだ 私たちは — 星で発生した物質でできている
それにしても私は伺だったのか ？ 私は — 例えば魂だとか私が頑なに信 じてい
る文明への私の尽力 だとかではな く • そして私の仕事が成し遂げた貢 献や手柄
でもな < - この私の身体は ： 炭 素から微星の鉛や金さらにはラジ ウ ムまでの 後
に残る 2 キロの遺骨である ・ 全部ひっ く るめて原料取引 の相場によればち ょ う
ど 5 0 円 を少し下回る く らい — 中国と台 湾間の フ ェリー 乗船券 一 枚分だ • その両
国は 私たちの存在が大して意味を持たず — 私たちなどたかがテラ コ ッタだと
か仮面の集 団だとかいったものにすぎない 共和 国である その仮面の細長い目
の部分の切 り 口 から私たちは旗や政 党を見つめる ・ 私たちの 口 の空きはメガホ
ンであ り 国家機 関である ・ 顔をほころばせて私たちは笑みを浮かべた なるほど
豊かさへの権利ではないがまた意見を述べる権利だとかそれどころか私たち自
身に対する権利だとかでもない ・ 私が社会にどれだけ役に立つのかを死体計算
器は示している — オンラインでは私の目の角 膜は 6 0 0 0 ドルの価値がある ・ トラ
ウ マ診断を受ける頭蓋骨も同程度の価値がある ・ しかし脳は1 0 分の1 しか価値
がない • そのとき魂はどれ ほどわずかな重さなのだろう ？ このガラス のような
プライドのかけらは — 肉 体の遺骨に圧 力 をかけてつ く られる人工ダイヤモンド
に似ている ： つま り 星の粉塵
人間は つねに盲目的に一 つの終わ り へと導いてい く い く つもの原因の結果
である ・ 人間の起源や進化は愛や恐れや希望のように偶然の結果 原子どうしが
思いのままに衝突し合うことの結果にすぎない ・ 何物も人生を守れない ・ 思考
の真昼の明るさしか り — どの感情もこの太 陽 系 の没 落によって消 され 私たち
が到達し築き上げたものはこの宇宙の廃墟の下に永 眠している ： これは私たち
の唯 一の確信である ・ アマチ ュアの望遠鏡で接眼 レンズを通してオリオン星雲
を見ると私たちが由来している渾沌の姿が見える ・ ほんの数弧度先にある かに
星雲ではあらゆる変化のきっかけとなる荒廃が ： とどまるところを知らない ・
絶え間ない解体が続いている ・ 自己 崩 壊を起こしながら何一つとして予測でき
ない — いかなる意図がはたらいているのか見分けがつかない — 唯 一残っている
のは万物を一 つの冷たい荒地へと導 く 方位である それが過去に由来する魅力
の 以前のことであるすべてに由来する魅 力の理由 なのだろうか ？ もう変えよ
うがない — そしてすべてがすでに完結していた発端に近い状 態で止まってい
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て ・ 静かで ・ 天を目に している今 星と ま ったく同 じくらい現実 的である ・ 日暮
れ前の光が立ち上り 太 陽はこの赤く磨かれた 止 の向こうに砕け散っていくだ
ろう
片覚め る
探す
H覚め る
遠 く
販る
し な い
厩る
近 く
探す
所有する
考え る
深 く
あ なた は
あ なた は
あ なた は
あ なた は
しか しあら ゆ る 光 景のうちでたった一 つだけ変わらず残っているものがあ
る ： 船溜 ま りにいる君はアオサギのように ほっそりと した姿で 肩で雨 を押 しや
った 私の ほう を じっと見つめながら・ フェリーが出航するあいだ両手は手すり
に
(9 0 -91 頁 ）
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VII 
私はただ神を信 じていないというだけではない ー いかなる神も存在しないこ
とを望んでいる 神に存在してほしくないのだ ：宇宙がその存在を許すことを望
んでいないのだ ・ 自然があるだけでじ ゅ うぶんだ — 問題はどうやってこの私の
生の中に宇宙という全体との関連性が映し出されるようにしたらよいのか ・ つ
ま りこの 関係がたとえいかなるものであろうとも ： 宇宙 の 中 で生きるだけでな
く 宇宙と調和しつつ神 と と も に生きることはできるのか ？ である 宗 教はその
間いに ほとんど答えていない — 一人の私 しか相手に していないのだ ：汝 すべし
ー キ リスト教徒や他の宗派の殉 教者たちは自己中心的な怪物に ほかならない —
彼らを崇める人は単に自分が嫌悪するものごとに対して赦しを得ようと してい
るにすぎない ・ 神のようなものを信 じることは人間をばかにしているというこ
となのだ ： つま り彼の無意味で好き勝手な受難など彼のありようと同 じように
偶然の成り行きでそうなったにすぎないのである ・ 人生の諸事情に対して盲目
で ・ 心もとなく寄る辺なく ・ 不完全で ・ ひどく美 しくもあり滑稽でもある — ゆ
えにこれをあの世の光の中にひたすというのは不届 ききわま りないだろう ・ 死
は私たちに何の責任もない — 私たちを待ち受けているものは今この場 限りのこ
とである — けれども乗り越えられないことはない
書物であろうと宗 教であろうと自然であろうと — すべてのものは自分を縛る
原則に支配される — たとえ一人の私でも ：つま り当時の私 ． 君と一 緒にいた私 ．
あるいはここで — そのつど私は別人である — 他の状況次第なのだ 私の本質は
今から振り返ってみるだけなのだが それらが何らかの孤立 し たものになるよ
うなことなどないだろうとそのたびに思い返す ・ 私は個々のものを信 じていな
いだけではない — その逆が存在することを望んでいるのだ ： 一人の私がすっぽ
りおさま る連帯的なものを • それこそ死に対する答えである ： 自分のことはさ
ておいて ・ 周 りにあるすべてに目を配り 個人的でないことに思考を深めつつ視
野を広げ自我を フェードア ウ トする ・ 自分と自然や人々とをつなぎ 自分と私た
ちが心配していることとをつな ぐこと ： このような形でのみ私たちは別のもの
の中で 私たちが大いに 関心を寄せつつかつ共に分かちあいもする集 団という
ものの中で生きつづけるのである
しか し その際私たちは 個人的なものの衝突を群衆と権 力 の増大へと向かわ
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せるにすぎない遠心力にも支配されている — そのことは小惑星ど う しの衝突や
彗星の落下から生まれた数々の惑星にあてはまるのと同 じ く らいに 国家のよ
う な構造体にも あてはまる
式陽
釜星
木俎
最 も 朗る い星
黄釜の産
木の星
ポ星
火星
士屋
［ 地球と同 じ周回軌道を通る小惑星】
ポの星
次 の星
土 の屋
そこで私たちにとって 唯 一 可能な救済は 一人の女性への愛であり 自分はわ
が子たちの中でだけ生きつづけるだろ う とわかって いることである しかしな
ぜこれが妨げられて いるのか — ならばあと何を信 じればいいのか ？ 世界の ・ 惑
星のヒ エラル キ ーの 厳格な構造からは ほとんど逸脱できないかに見える • そ
れにもかかわらず つい数か月 前われらが地球の知 られざる衛星 が 発見され
た ： 一つの天体が地球の手前に現れたかと思 う と その後再び引 き離されて後退
し 地球の背後から再度浮かび上がって く る ・ より高 く なることもあれば より
低 く なることもある — しかし常に地球と同 じ軌道をたどる ・ 地球の重力 を逃れ
た月 のほんの一部分かあるいはひ ょ っ としたら太 陽 系 が生まれた時代の遺物か
もしれない 衝突や降着を免れて地球と同 じよ う に太 陽と同 じ間隔を保つ 夜明
けの空に見える一つの物体 屡門と金門 · NEA2 01 0 S016 とい う 番号の小惑星
があるのだが名前をもっていない • その惑星は双 眼鏡を覗いたとき 地球に一番
近い至点のところにいるときだけ君の名前がついている • その小惑星は私たち
なのだ
( 94-9 5 頁 ）
84 『人文学報 (Jimbun Gakuho) 』 No . 51 5 -1 4 ドイツ語圏文化論 ( 2 01 9 年 ）
VIII 
【固体惑星の強化安定】
い っ た い (iiJと い う 名 崩な のか ？ 私たちの子供について真っ先にそう尋ねただ
ろう 健康なのか ・ 目はどんな色を しているのか などではな < - 名 前は何とい
うのか である ： 事物の主格がまず請け合ってくれるように 私たちは一人残ら
ず属格に属 していて この世界の創世記から私たちの遺伝子伝 達にいたるまで
想像上の種にとどまっていることを無意識のうちに排除 している ・ 名 前は私た
ちに何の権 限も与えない — も しお前が少 年になっていたと したら — 私が君をヤ
ン ウ ェイテにちなんで命名 したところで誰も気に しなかっただろう • そうい
った名 前は 不確かで測り知れない現実にさも輪郭を与えるかのように見せか
ける ： 太 陽 系の発生について何らかの言葉やたとえを見出すことに いったいど
んな意味があるというのだ ？ 言葉やたとえは 小さくする — 例えば小惑星が衝
突を繰り返 しながら しだいに惑星へと固化 していくようすを ち ょ うど私が 当
時ミ ュ ンヘ ンでの会議から持ち帰ったスノ ードームの中で舞う雪片のようだと
語り ・ 大流星の中に相次いで落下による衝突が生じて しまいにそれが赤いマグ
マでできた一つの天体へと膨れ上がっていくと言い張るのだ 一 方で私は — こ
の世界の屋根からでさえ — この地球が弧を描いていると見抜くことすらできな
いのだ • そ して言葉やたとえは 分類する 惑星の「i厄平」に また太 陽の廃墟の
中をく ぐりながら太く強 く なっていく火星サイズのいわ ゆるオリ ガルヒ ェ ンに
ー 一方でこの取るに足りない人生は子供の許 可を坊主や役人に拒否されるたび
にまた挫折 して しまうのだ そんなときに始まりを描く宇宙のシナリオを想像
しようとすることは われらが夢想家気質の種の 驚嘆に値する野心である
私の誕生日である 1 9 58 年 8 月 23 日 に一時間に 3 万発もの楷弾が私たちの村
に落とされた ・ 崖門は奇数 日 に 釜 門は偶数 日 に砲撃 した · しか し後に銃砲の薬
英にはもはや火 薬ではなくプロパガ ンダを詰め込み 風 船を風に放ち吹き上げ
させた ー スロー ガ ン や原則や公約などがぎっ しりと書かれた 政 党のロゴとそ
の党 首らの名 前入りのビラ まるでそのビラがそれらの弾道を通って現実を手
に入れるかのように または銃弾の放物線が描く文字だけがそのビラを完全な
ものにできるかのように これら空中に書かれたすべての単語 — まるでそれら
がペルセ ウ ス座流星群の塵の跡のごとく ． 君たちの聖ラ ウ レンテ ィ ウ スの涙の
ごとく 真実に して永遠であるかのように
［惑星形成の残骸としての小惑星】
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私と私たち ・ 外面的なものと内面的なもの ・ 私ならびにお前・ 私たちのもろ
もろの世界と私たちの世界 を ほとんど知らないこのもう一つの世 界 — 西の世界
について私は シュ マ ー デンレの小惑星名 辞典のおかげで学びうることすべて を 学
んだ • その中ではどんなに遠くにあるいかなる小惑星も ヨ ー ロ ッパ思想史に目
を通すためのきっかけになる — どの見出し語の後ろにも燃え尽きた知識の短い
彗星の尾がある そのようにして火星と木星の間にある小惑星帯は天文学者の
ための墓地に変わる・ 私たちの国際的な連合の職員・ ノー ベル賞受賞者 ・ 芸術
家やありとあら ゆる神々 そ こにテ ィ ネ ッテだとかベラといった小惑星の名前
が入り込むことができたというのはせめてもの幸いだ 素 性は知れないものの
大地から生まれたという意味 を 持つ女性たち 彼女らはこの辞書の 中 で真の輝
かしい人物である
【 これまでに確認できた 7 0 万もの小惑星 を通し番号と名前によって表示］
(7 53 1)ペコ レッリ ー ス ｝ ロ ン コ ーネ
の天文観捌所か ら 1994 年に発見 され る・ テルニ娯出身の蹄面電草の埋転手 アン
} ニ オ ペ コ レ ッ グ (1923-1986) は庶民の声を 300 以上 も の ソネ ッ f に残 し た
抒情誹人 であ っ た・ 辛辣な筆 で も っ て彼は維 も 口 に出す勇気の なか っ た こ と を
あ え て述べた・ (23 988)マ ウ ンガキ エ キ エ — 1999 年に ニ ュ ー ジー ラ ン ド
‘
の マ ウ
ンが キエ キエ ー マオリ 詔 で 「一本の木の あ る 丘」 を意味 する — でイ アン P. グ
リ フ ィ ンに よ っ て発見 された — は小惑星が最初に確認され た オー ク ラ ン だの 中
心 に あ る火凶内錘丘 の名 であ る ・ ヘルメス ー 1 93 7 年にハ イ デンレベルク のカ ール
ラ イ ンム ー ト に よ っ て発兇 され た・ 禅の使者の名 肋を つ け ら れた こ の惑星は 名
筋は待 ら れ た も の の登録番号は与え ら れ なか っ た 唯一 の惑星 であ る • こ の小惑
星は一蒔閉に つ き 20 分の角度的 で地球に近づい て き た — し か し 硫認の後再び見
失 う こ と と な っ た
” 分 (B ogenminuten ) とは 角 度の単位。1 分は1 度の60 分の I、 つま り 60 分で1 度とな
る。 そのため、 ここでの20 分は3 分の1 度という ことになる。
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【 太 陽系における惑星軌道上の小惑星や衛星や衛星のクレーターの命名】
この宇宙で私はとても長いこと生きてきた · いまだにかなりの箇 所を一言一
句間違えずに暗唱することができる ： 自分の専門分野の語彙だけではなく 西の
世界を理解するために必要なすべての基本的な ノ ウ ハ ウ も学んだ 彼は私から
遠く離れたところに — どの星よりも遠く離れたところにいた ・ 自分が凹面鏡を
のぞき込んでいるということに気 づくまで ： 白 と黒が私の世界のネガ フ ィ ルム
のように反 転しているのだ ・ 集 団 的努力の青写真に反する個人主義のような短
い伝記 — 慶門と金門という二つの文化の差し向かい ・ 一 匹 狼 対 暗 闇の凍結し
た戦場という無人地帯で進退する歩兵 隊 ： 木星の小惑星地帯は永遠にトロイア
人を追いかけるアカイア人の槍投げたちにちなんで命名された ・ しかしなぜこ
の硬直した力学と度重なる運行の停滞を叙事詩とするのか ？ またなぜ天王星の
27 個の衛星のそれぞれにシェイクスピア劇の役柄の名を与えたのか ？ なぜ土星
の衛星にはどれも ギ リシアか北 欧の天地創 造神 話に由来する名前を与えるの
か ？ なぜ 隕石落下によってできたクレーターのいくつかをロランの歌や千 一 夜
物語の登場人物へと格上げさせるのか ？ ハ ーシェルは衛星ミ マスでアーサー 王
と何か話し合うことがあるのだろうか ？ ア ヴ ァ ロ ンはマイナス 2 0 0 ℃のところ
で本当にパンゲア大陸の隣にあるのか ？ 何のために西のイ メ ージが透けて見え
るこの渾沌とした再緑 辛綬紙を宇宙にも投影するのか ？ それは 私たちが永遠
の光景のために考え出しうる唯一の見取り図なのか ？ そのためにどうして私た
ちは私たちの独裁を描くはめになるのか ？ あるいはそこに謙虚さは見受けられ
るのか ？ そうしたすべてのことにもかかわらず私たちはいったい虚構の英雄に
私たち自身が失敗したこと ： つまり生き続けられなかったことを認めてやるこ
とで 謙虚に振る舞えると思われるだろうか ？ たしかに私たちの身体は実際に
存在してはいるものの 行動はどれも想像上のものだ というのもただ—一つ私た
ちよりも大きなもの — 虚構の人物であれ 私たち以外の何かに対する愛であれ
ー だけが死を克服できるからなのだと認めることで ： 一つの隕石痕の名前とし
て ： 星の傷である環状クレーターの名前として しかし傷痕であれ傷であれ ： 固
まったマグマが残る
【 黄道 光あるい は偽りの曙光 】
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そしてこれが今 私の鉄塔からの城壁視察である ： しかし軍 勢の歩みによって
舞い上げられて平野 一 面をおお う よ う に広がる砂塵の代わりに 視線 は天の河
を捉え その眼 差しを射手座の方へさらに は白鳥座へと向けるとやがてそのベ
ールの大きな黒い裂け目の中に塵とガスでできたくだんの星雲が見える それ
は — 神 々 しく燈めくことな < - 自ら燃焼し星になるだろ う • そして隊列を組ん
で行進していく部隊で 群れの中の一頭の雄牛の ごとくただ一人どっしりと際
立って見える軍の大将の位罹には 背骨が曲がってしまった ウ ェイーテがお う し
座の中でかすかに光っている超新星を仰ぎ見ながら立っている • その時ここで
は 夜明け前三時間を切って対 日 照がしだいに見えてくる ： 太 陽が中心天体とし
て発生するもととなった塵の残りは今や太 陽によって明る ＜ 照らされている —
その光 は空じ ゅ う に撒き散らされる
【中国の宇宙論に登場する人物たちにちなんで命名された小惑星】
( 7 53 1)盤舌 • 最初に生 妥れ し 者
彼の死後 彼の頭蓋か ら 天空が 彼の肉か ら 私た ち の畑の地面が • そ の 脅か ら岩
が
‘ ・ 彼の卯 か ら すべ ての河と 梅が生 じ た ・ 彼の息 は凰 と な っ た ・ 声は雷に な り 庁
は丙に な っ た 愛か ら は植物が 齊 ち 髭か ら は星炉発生 し た 右片はガ に な り 左
H は太閤 に な っ た そ し て彼 の死体の上 を逼 う 生 か ら は人 類が生 皮れた ・ ( 23
988)禰沌 . i脩 — 南梅の王 と 忍 — Jと海の王 ー は澤池が手厚 く も てな し て く れ
る 彼の王房 で 祈を見 ては し ば し ば芸 っ て い た • お礼 を し よ う と 二人 は共回 で渾
池に人 闇の券依に つ い てい る 七つ の穴を闊りた 人 閉は見 ・ 闊き ・ 兌ベ ・ 息 を す
る すべ を そ の穴を通 し て学ぶのだと 言っ て ・ ニ人 は渾池のか ら だに 毎 H 一 つ ず
つ穴を闊け て い っ た し か し 七 fJ fl に渾池は死ん で し 妥 っ た
( 96-99 頁 ）
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補遺
最初の恒屋
中圏の 宇宿論
古代中国の創成神 話というのは、 かつて は 口 頭伝承されて広まり伝統となっ
たであろうもののうちの、 ほとんどーページにも満たないいくつかの断片しか
残されていない。ことによると 2 5 0 0 年前のものかもしれない詩だとか、天
ム
の閥
い （ 「 始まりの前、 誰がそれを語るために存在したのだろう ？ ］ ）だとか、 以前
からずっと存在していてその後天や地や 一 万もの事物へと細かく分けられてい
った 一つのまとまりと しての 激池 (Hun Dun) にまつわる神 話も、 そういった
断片の一部である。 したがって例えば、 老子なら、 簡 潔 に 「 遁 は 一を生じ、 ――
は 二を生じ、二 は 三を生じ、三 は 万物を生ず」ということになる。渾沌(H unD un) 
は、 カオスの中にいかなる秩序 も生み出さず、 何も正さず、 何も創 造しなかっ
た。 在ったが、 残らなかった。 しかしながらずっと後になると、 道 教の神とし
てあがめられる盤 古 ( P ' anK u)をめ ぐる宇宙論が現れる。 これはインド仏 教の
影轡が見てとれるもので、 西暦 2 5 0 年頃になって初めて具体的に文字で書かれ
たものとなり、その後1 0 0 0 年 頃にかけてさらに形が整えられた。 盤 古にちなん
で名 付けられたものにパングイト ( P angui t)がある。 2 01 2 年に隕石の中から発
見された鉱物である。 ( 92-93 頁、 99 頁 ）
中国の星の名 称と西洋のそれとの間には、 類似性らしきものは ほとんど無き
に等しい。 夜空を個々の星座へと細分する私たちのやり方も、 中国で はさして
重要ではなく、 その代わり、 個別の星々が独立 したシンボルと見なされる。 例
えばおお ぐま座という星座 は、 多くの文化で は 一つのまとまりとして知覚され
るが、 中国では 「天の旋回点」たる笑桐 （おお ぐま座 a 星＝ドゥベ ー ）、 「天の
型」たる癸饂 （おお ぐま座 B 星＝メ ラ ク ）、 「天のアーミ ラリー 天球儀 J たる妥磯
（おお ぐま座 ッ 星 ＝ フェクダ ）、 「天の天秤と計 昌鉢」たる笑棒 （おお ぐま座 6
星＝メグレズ ）、 「 翡 翠の潜望鏡」たる宝衡 （おお ぐま座 t 星＝ アリオト ）、 「 熱
と陽を開く者」 たる開 陽 （おお ぐま座 く 星＝ミ ザ ー ル ）、 そして 「埋めく輝き」
たる揺光 （おお ぐま座 n 星＝ ベネトナシ ュ ）と読み解かれている。
まだ紀元前 5 世紀という時代にまで遡るこういった専門用語は、 様ざまな観
察目的のために天を幾何学的に細分することに何よりもまず興味を抱いていた
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古代中国の天文学者たちの視点を映し出している。 彼らはそれ ゆえ、 空を厳密
に 28 の 区域に、 いわ ゆる月 宿 ( hsiu)に、 区分けした。 28 とは、 新 月 が次に新
月 になるま での周 期である 29. 53 日と、 月 が次に再び星々の間の同 じ位置に現
れるま でに要する 27 .33 日との間の平均値である。 その幾何学的な原則は、 イ
ンドを経由してバビ ロ ニアの天文学に受け継がれていったよ う に見える。
中国では天文学が政 治において果たす役割は大きかった。 一方では、 宇宙観
測 所が、 宇宙論的神殿の一部であると同 時に皇 帝の精神的な故郷でもあった。
他方では、 星の観察のもつ暦的な機能が、 農業に基 づいている帝国の経済にと
っては欠かすことのできないものであった。 夜空の秩序構造は 「天の息子」 と
して、 ま さ しくそこから統 治権を委任 さ れた皇 帝を中心とする、 理想的で安定
した社会秩序 といったもののイ メー ジを映し出していた。
星の位置関係は私たちのところ（西 洋 ）よりもずっと小 さ く分けられていて、
何よりも ま ず個々の名 称として存在してはいるが、 それにもかかわらず、 星々
はその方角 によって、四 つの大きな星辟にま とめられる。 西の 白 虎、東の青龍、
南の朱雀、 北の玄武とい う よ う に。 天の北極 一 帯は、 更に二つの地域に細分 さ
れる。 つ ま り紫微陪、 炭薇鎚、 笑市趙である。 そこでも天の秩序 は、 現世の支
配のそれを映し出している。 ( 77-78 頁、 86-87 頁 ）
超薪屋
超新星を初めて記録に収めることができたのは、 中匡では天文学が政 治にと
って重要であったためである。中匡の皇 帝真娯の治世下で、中国の首都 汗 今
の開 封 市 にある天文観測 所は、 1 0 06年 5 月 から 9 月 ま でに観察できたこの
現象を詳しく調 査していた。 これは 日 本、 カ イ ロ、 バグダード、 シ リア、 ザン
クトガ レン、 ベ ネ ヴ ェ ント、 メスにおいても観察 さ れた現象である。 皇 帝の天
文観測 所は、 三番目の月 宿である「氏」において、 「 庫棲」 の東方、 「 騎 陣将軍」
の西方あたりに、 つま り私たちの星座でいえばおおかみ座のエ リアで、 その天
界現象の場 所を突き止めた。 ( 78-79 頁、 8 8 頁 ）
天文学者ヤン ・ ウ ェ イ ーテの指導のもとで同 じ天文観測 所 ただし、 治世は
皇帝真宗からその息子である仁宗の代にかわっていたが は、 1 0 54 年 7 月 4
日に再び、 否直
―
と見な さ れていた超新 星の出現を記録した。 それは642 日間も
の長い間観察することができた。 その残骸は 1 75 8 年にシャルル ・ メシ エによっ
て発見 さ れ、 メシエはそれを機に、 星 団や星雲のよ う な天体を対象とする一 覧
90 「人文学報 (Jimbun Gakuho) 』 No . 51 5 - 1 4 ドイ ツ語圏文化論 ( 2 0  I 9 年 ）
表を作成した。 メ シ エはこれを 「M 1 」 と 呼んでいたが、 今日の名称はロス卿に
よるものである。 ロス卿は、 当時 と しては解像度が高かった反射 望遠鏡を用い
て、 おう し 座にあったこの天体をより詳しく調査し、 カニのような形状をして
いる こ と から、 それを 「かに星雲」 と 名付けた。 ( 8 0 -82 頁 ）
問題の天体は地球から63 0 0 光年離れており、本来は私たちの恒星である太 陽
の八 倍の質 鼠をもっていた。 爆発の後、直径が 1 5 キロメートルで質量が太 陽 と
同 じ、 中性子星が誕生した。 いわ ゆる「パルサー」である。 大多数のパルサー
は、 電子 と 陽電子を発生させるために毎秒約 3 0 回自転 している。 これらの電
子・ 陽 電子が超新星の残骸物質 と 衝突すると、 放射線が発生し、 それが私たち
の目には「星雲」のように見えるのである。 放射線が電磁スペクトル全体に放
たれるこ と から、 パルサーは他の天体の比較標準器 と 見なされていた ただ
し、パルサーのガンマ線の劇的な強度変化に気付く 2 0 1 0 年までのこ と ではある
が。 かに星雲は、 太 陽 系外の天体で最も研究された放射線発生源であるにもか
かわらず それはまた、 パルサーについてや粒子加 速の物理学について、 私
たちがどの程度理解 しているかを測る試金石のようなものでもあるのだが一一
その尋 常ならざる放 出については末だ解明されていない。 ( 82 頁 ）
太脇系星雲
かに星雲は燃焼段 階を終えた後に爆発した星の残骸である。 しかし天空で J O
番目に明るい星 オリ オン座の肩の星、 いわ ゆる「赤い巨星」 ベテル ギ ウ ス
は、 今ち ょ うど燃焼段 階の終わり にさしかかっていて、 今にも爆発しそう
になっている。 私たちから最も近いところにあって、 今まさに星が発生してい
る最中である地域もまた同様に、 オリ オン座の中にある。 肉 眼で見る こ と ので
き るオリオン星雲、 つまりオリ オンの剣のあたりにある M42 と M43 である。
オリ オン星雲は 98%ガスでで き ている。 ビッグバンでつくられた水 素 と ヘリ
ウ ムが主成分であるが、 そこに近くの超新星によって発生 した元素が混入して
いる。 直径約 2 5 光年で、 私たちから 1 4 0 0 光年離れた と ころにあり、 何千個も
の新たな星を抱え込んでいる。 それら新星のうちの数百個は、 発達 と いう観点
で見るとまだ私たちの太 陽 ほどは成長していない。 それら新星の周りには 1 5 0
以上の塵とガスから成る 円 盤が確認で き る。 その中でたった今惑星が生 じてい
るのである。 ( 8 8-89 頁 ）
惑星はそのようないわ ゆる太 陽 系 星雲から形づくられている、 と いう考え方
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は、 すでにカントが彼の 1 77 5 年の著作『天界 の あげ］然史 と 理論』 の 中で取り
入れていた。 彼によれば、 私たちの太 陽 系 は 「原始星雲」 の 中で、 そこに存在
するすべての物質を釣り合いのとれた状態にする引力 と反発を通して発生した。
「世界を最も単純な渾沌の中 へ移した後、 私は 自 然の壮大な秩序を生み出させ
るために引力と反発力 以外のいかなる力 も使わなかった。 同 じように確実な、
同 じように単純な、 同 じように根源的で普遍的な二つの力 以外には。」( 89 頁 ）
恩彗9 のJ1f,成
超新星によって特定のニッケ ルとアルミ ニ ウ ムの同位体が発生する。 それら
は半減期がまちまちなので、 その期間に応 じて正確に定義できる相互関係にあ
る。 しかし地球最 古の岩石と太 陽系と同時に生じた隕石は、 その予期できる関
係からは外れている。 さらに地球には原始星雲の崩 壊だけでは説明のつかない
元素がたくさんある。 その最も納 得のいく理由 は、 私たちの太 陽より 30 倍 ほど
も大きい星が 0 ,1 光 年離れたとこ ろ で衝突に遭い、 外殻が壊れたことによって
私たちの太 陽 系 星雲の崩 壊が引き起こされたということだ。 それから 1 00 万年
後にこの 巨 星の核も爆発し、 発生しつつあった太 陽 系 にその 巨星の元 素を加え
たのである。 ( 89 頁 、 1 46頁 ）
太 陽 系 星雲は、 収縮すればする ほど速く回転した。 その際圧縮が絶えず進ん
でいるせいで、 物質が宇宙へ押し出されたか、 または運動 エ ネ ル ギ ーが星雲の
周 囲 に広がっている 円 盤へと与えられたかによって、 角 運動 量が与えられた。
そのようにして太 陽はその質 量を獲 得し 、 今まさに発生しつつある惑星は太 陽
を回る軌道のためのエ ネ ル ギ ーを得たのである。
太 陽の周りの 円 盤は、 主として水 素とヘリ ウ ムから成り立っていたが、 2%は
たばこの煙のように細かい粒子の塵を含んでいた。 生まれたての太 陽から放出
された光子か ガスを吹き付ける一方で、 まだ残っていた星雲が回転することに
よって、 その塵が太 陽の固 りに集まった。
すべての塵粒子が同 一方向へ回転したので、 塵粒子間の衝突は比較的 穏やか
だった。 静電力 とガスの乱流のおかげで、 個々の粒子どうしがく つ つき合って
ゆ っくりと塊になっていくことができた。 重力 が増していくにつれて、 個々の
塊はますます大きくなり、 長い過程を経てついに惑星の規模にまで到達した。
( 96頁 、 1 00 頁 ）
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太 陽 系 星雲から最初の小 さ な物質の塊 が凝縮、 熱せられたところでは、 およ
そ数センチメートルの大き さ の、いわゆる 「CAi s」（カルシ ウ ム、アルミ ニ ウ ム
の含有物 ）が形成 さ れた。 それらは最初の鉱物で あるだけでなく、 われわれの
太 陽 系 で年代を特定できる最初の元素でもある （ヘリ ウ ムや水 素のような原子
は、 追跡可能な「固体史」をもたない ）。 それらの発生 というのも、 まず最
裔 温度の熱で硬化する、ということだが の順番は、ハ フニ ウ ム酸化物(28 0 0
度 ）、 バデライトのようなジル コ ン酸化物 (27 0 0 度以上 ）、 および コ ランダムと
スピネ ル （約 2 1 0 0 度）である。 一部の隕石はこれらの鉱物を含有しており、そ
のため、 手で触れることのできる最 古のものである。 ( 1 0 0 頁、 1 24 頁 ）
後に そして すでに 2 0 0 0 度以下の温度で 数ミ リ センチメートルの大
き さ の、 いわゆる「 コ ンドリ ュール」と呼ばれる珪酸塩の小球が形成 さ れ、 そ
こに塵の 円 盤の粒子 が 融合した。 こ れは太 陽 系 星雲の崩 壊を引 き起こした、 あ
の巨星である超新星の第二段階が、 この原因となった可能性が ある。 ( 1 2 5 頁 ）
CAi s と コ ンドリ ュールは太 陽球が 燃えだした直後に形成 さ れた。 そのため、
太 陽 系 が 発生した年代を初めて 特定できることになる。 すなわち、 4 兆 567 0 億
年前で ある。 そのおよそ 1 0 0 万年後、 塵はすでに数 キ ロ メートルの大き さ の塊
に凝縮していた。 このような惑星の「胚字」は、 比較的速やかに地球の質量の
十分の一にまで成長した。 この惑星の前身で ある 「微惑星」は、 火 星の大き さ
の、 主にガスから成る、 いわ ゆる 「オリ ガルヒ ェン」を生み出した。 木星と土
星は内部の 円 盤のなかで発生し、 最初はまだびったりと太 陽の周りを回ってい
たにちがいない。 それらは後になって ようやく、 乱気流や衝突によって、 もっ
と外側にある現在の軌道に移動 したように見える。 これに対 し て、 固体惑星の
形成には、 これよりも長い時間がかかった。 (96頁、 1 0 0 頁 ）
原始的な塵の 円 盤の残骸は今日、 火星と金星の間に ある小惑星帯の中に、 何
千もの微惑星の形で見つかっている。 これらの命名 史は、 ルッツ ・ シュマーデ
ルの 『小惑昼名 辞婢j に記 さ れている。 (97 頁 ）
次 々 と惑星が発生したあとの残骸の一部は、直径約 3 0 0 メートルの小惑星で、
かれこれ 2 5 万年前からその軌道を地球と共有している。 この小惑星は、 2 0 1 0
年 9 月 に北アイルランドのアー マー 天文観測 所の天文学者により発見 さ れ、 ま
だ公式の名 前をもたず、(4 1 9624) NEA2 0 1 0 S01 6 という仮の名 称 が あるだけだ。
馬 蹄型の周回軌道に乗って地球についてくる。 つまり 1 7 5 年もの間地球から遅
遠きを詠む 93 
れをとっていても、 より低い、 そのためより短くなる軌道に沈んでから、 最後
にはまた地球の前に浮かび上がってくるのである。その際問題となり得るのは、
小惑星帯からの捕獲物体か、それとも月 の古い破片かのど ち らかである。また、
いわ ゆるラグランジ ュ ・ ポイントで生じた物体群に由来するとも考えられる。
そのような物体の重力と遠心力 が、 太 陽と地球の重力 と遠心力 とで相殺される
これらのポイントは、 地球とともに太 賜の固 りを1)Jいており、 太 陽をまわる地
球の軌道上、地球の前後60 度のところか、あるいは太 陽の真後ろに位置してい
る。 (9 5 頁 ）
太 陽を取り巻くもともとの塵 円 盤の残骸は、 黄道光としても見えるようにな
る。 日没後、 西の空で、 地平線から天頂へと移動していき、 また 反 太 陽点
において いわゆる 「対日照」 として見られるのは、 この広いくさび形の光
である。 黄道光も対日照も、 諸惑星と同 じ平面で太 陽の周りをまわっている、
惑星間 の塵が散らばることによって発生する。 (99 頁、1 0 5 頁 ）
原始地球は、 太 腸の発生後、 約 3 千万年をかけて、 比較的小さな微惑星の増
加によって形成された。 その約1 億 5 千 万年後、つまり 44 億 2 千万年前、この
原始地球は、 「テイア」と呼ばれる火星 ほどの大きさのオリ ガルヒ ェンと衝突し
た。 「テイア」の一部は原始地球と融合したが、 他の部分は、 衝突の際に気化し
た地殻を宇宙空 間に投げ出し、 そこで固まって月 となった。
(7 0 3 -7 06頁 ）
